９．整備用機械器具管理規程

第１条（目的）

　　　整備用機械器具（以下「器具」という）の精度維持と適正な管理については、この規程による。

第２条（管理の責任）

　　　器具の管理責任者は主任技術者とし、取扱い担当者は、整備主任者として管理の適正化を図る。

第３条（管理台帳）

　　　管理責任者は器具について「整備用機械器具管理台帳」を作成し、必要事項を記録し常に器具類を掌握し必要に応じて器具類の改廃補充を行うこと。

第４条（器具の点検等）

　　　器具の取扱いは次のように行う。

　　　　１．取扱い担当者は作業開始前に各器具の点検を行う。

　　　　２．器具の使用中に異常を認めた場合、直ちに使用を中止して管理責任者に報告しその指示を受ける。

第５条（器具の保守）

　　　　１．取扱い担当者は、毎日作業終了後、器具の清掃、給油、点検を行う。

　　　　２．管理責任者は毎月第　　曜日の作業終了後、取扱い担当者立会いの上で管理台帳により器具の数及び状態の確認を行う。

　　　　３．管理責任者は器具の取扱い及び保守について指導教育を行う。

　　　　４．器具類の保管は定められた置場に常に保管すること。

